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　　　　日時　　平成 24 年 12 月 15 日（土）
　　　　場所　　学習院大学　西 5 号館 3 階　302 教室
学習院大学計算機センター  第 24 回  特別研究・研究会
「生物とは何か？」の解明への計算生物学
 名古屋大学大学院　工学研究科教授　美　宅　成　樹
生物科学の研究に計算機が本格的に用いられるようになったのは、30 ～ 40 年前からである。そ
の後の計算機の発展には目覚ましいものがあるが、生物に関するデータ量の拡大はそれをしのぐ勢
いである。現在では、生物科学では日々増大するビッグデータにどう対処するかが大きな問題となっ
ている。今回の研究会は、この計算機に関わる新しい科学技術の流れである計算生物学をテーマと
した。
研究会では、(1) 生物科学の巨人達（生物科学の歴史）、(2) 研究における錯覚について、(3) 生物
科学の原理の体系に向けて、(4) 私たちの社会に関わることという 4 つのサブテーマを設けて、生物
科学の学問体系を如何に構築していけばよいかについて議論した。
生物科学は、興味深いことに 19 世紀半ばの 10 年間（ダーウィン、パスツール、メンデルなど）
の一連の研究と、20 世紀半ばの 10 年間（ワトソン‐クリックなど）の一連の分子生物学的研究によっ
て大きく発展した。それによって、生物における必然的プロセス（セントラルドグマなど）の理解
が大きく前進し、多くの研究成果が得られてきた。
しかし、生物の偶然性のプロセス（多様な遺伝子変異）についての理解はまだ不十分で、生物科
学における一次元のビッグデータ（ゲノム配列情報）の解析が進まない理由はこの点にある。そこ
で研究者の間にある誤解に気が付き、正しく理解するための３つのポイントについて議論した。①
生物における偶然性のプロセス（遺伝子変異）が完全に無秩序なランダムプロセスではなく、的の
あるランダムプロセスであること、②生物の必然性のプロセスでは、色々な現象が物性の粗視化に
よって起こっているので、解析においても物性の粗視化が重要であること、③生物の中の遺伝子変
異は、全体的に平衡状態に達していることの３点である。これらのポイントには科学的には深い中
身があるが、簡単には理解しにくいので、一種のおもちゃや比喩を使って解説した。最後に、医学
応用について、個別の遺伝子変異と疾患感受性の関係を明らかにするための研究の方向性について、
遺伝子の平衡分布との関係で議論した。
今生物科学は、生物のビッグデータを巡って、大きな変化を遂げつつある。そして生物の原理を
解明するという方向で生物科学は進むが、計算生物学はその中心的な役割を果たすというコメント
で講演を締めくくった。
＜略歴＞
昭和 42-46 年東京大学理学部物理学科卒業、昭和 46-48 年東京大学大学院理学系研究科修士課程
物理学専攻終了、昭和 48 - 51 年東京大学対学院理学系研究科博士課程物理学専攻単位取得退学、
昭和 51-55 年東京大学工学部物理工学科助手、昭和 55 年平成 5 年東京農工大学工学部助教授、平成
6-15 年東京農工大学工学部教授、平成 15 年より現職である名古屋大学大学院工学研究科マテリア
ル理工学専攻応用物理学分野教授
講　演　録
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